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冬場の体力づくりとして全校161名で大縄跳びに取り組む八木西
小学校！1年～6年で班を編成し、1分間で飛べた回数を競います。

下級生がタイミングよく縄に入れるように、上級生が背中を優し
く押すなど、心をひとつにしてチャレンジしてできた絆は、強く綯

な

われた縄のようでした。
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南
丹
市
農
業
委
員
会
農
地
部
会

は
、
選
挙
委
員
と
選
任
委
員
を
合
わ

せ
た
20
名
で
、
農
地
法
に
基
づ
き
農

地
の
売
買
や
貸
借
の
許
可
、
農
地
転

用
に
関
す
る
事
務
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
最
近
は
、
新
規
就
農
を
目
指

し
て
申
請
を
さ
れ
る
方
も
あ
り
、
心

強
い
と
思
う
反
面
、
農
業
を
担
っ
て

い
る
の
は
高
齢
者
が
大
半
で
あ
り
こ

れ
か
ら
の
農
業
は
一
層
心
配
さ
れ
ま

す
。
そ
ん
な
中
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
で
大

筋
合
意
が
な
さ
れ
、
外
国
産
米
が
大

量
に
輸
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

ま
す
ま
す
水
稲
生
産
農
家
へ
の
悪
影

響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
加
え
て
、
有

害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
は

年
々
増
加
し
、
農
家
の
営
農
意
欲
は

減
退
し
耕
作
放
棄
地
の
増
加
が
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
わ
れ
わ
れ
農
業
委
員

会
は
、
農
地
を
守
り
、
優
良
農
地
の

有
効
利
用
や
担
い
手
の
確
保
を
行
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

農
業
委
員
が
農
業
者
の
代
表
と
し

て
の
自
覚
と
誇
り
を
持
っ
て
行
動
す

る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
を
守

る
こ
と
と
考
え
積
極
的
に
活
動
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

農業委員会
農地部会の取組み

★転用できない農地もあります。手続きを進める前に、地元農業委員や農業委員会事務局にご相談ください。

農地を農地以外にする場合（農地転用）は、
農地法による手続きが必要です！

※許可を受けないで農地を転用した場合や、転用許可に係る事業計画どおりに転用していない場合には、農地法に
　違反することとなり、工事の中止や原状回復等の命令がなされる場合があります（農地法第51条）。また、罰則
　の適用もあります（農地法第64条、第67条）。

農地に関わる必要な手続きは上記（農地法4条5条）の他にもあります。
お気軽に農業委員または農業委員会事務局までお問い合わせください。

農地を住宅や工場等の建物敷地、資材置場、駐車場、道水路、山林等、農地以外の用地に転換するこ
とを『農地転用』といいます。なお、一時的に資材置場や砂利採取場等に利用する場合も『農地転用
（一時転用という）』になります。

農地を転用するときは農地法にもとづき、農業委員会を経由して、都道府県知事の許可を受ける必要
があります。ただし市街化区域内農地を転用する場合は農地法に基づく許可は不要ですが、農業委員会
に届出が必要です。

農業委員会　農地部会

部会長　平井　一三

【農地法４条】農地の権利移動を伴わない転用 【農地法５条】農地の権利移動を伴う転用
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徳
島
県
内
で
最
も
高
齢
化
率
の
高
い
人

口
１
７
０
０
人
の
上
勝
町
。
昭
和
61
年
、
１

人
の
農
協
職
員
と
４
戸
の
生
産
者
で
葉
っ

ぱ
事
業
『
彩
』
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
カ

エ
デ
や
柿
、
南
天
な
ど
の
葉
や
、
梅
、
桜
、

桃
の
花
な
ど
を
料
理
の
ツ
マ
と
し
て
商
品

化
し
た
も
の
が
、
女
性
や
高
齢
者
に
も
取

り
扱
い
や
す
く
人
気
を
得
て
、
現
在
約
２
０

０
戸
の
生
産
者
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
受

注
し
て
か
ら
翌
々
日
に
は
全
国
の
お
客
様

に
届
く
事
で
近
年
は
海
外
の
日
本
食
レ
ス

ト
ラ
ン
か
ら
も
注
文
が
は
い
る
そ
う
で
す
。

四
方
山
に
囲
ま
れ
た
谷
あ
い
の
小
さ
な
町

で
、
高
齢
者
の
出
番
と
様
々
な
工
夫
と
一
人

ひ
と
り
の
が
ん
ば
り
に
す
べ
て
が
詰
ま
っ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
料
理
の
飾
り
つ

け
に
自
然
を
表
す
事

は
料
理
人
に
と
っ
て

は
大
切
な
事
で
す
。

そ
れ
を
ビ
ジ
ネ
ス
に

し
た
発
想
の
転
換
に

素
晴
ら
し
い
と
感
じ

ま
し
た
。

創
業
明
治
15
年
の
コ
メ
卸
業
の
「
く
り

や
㈱
」
は
、
１
合
、
２
合
用
の
米
袋
を
商

品
化
し
、
無
洗
米
を
真
空
パ
ッ
ク
に
し
て

消
費
者
に
届
け
る
こ
と
で
売
り
上
げ
を
大

幅
に
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
に
完
成
し
た
新
工
場
で
最
新

鋭
の
設
備
（
精
米
機
や
選
別
機
）
を
見
学

し
ま
し
た
。
ま
た
、
若
手
社
長
の
「
や
る

べ
き
事
、
や
り
た
い
事
、
や
れ
る
事
」
の

三
つ
の
基
本
を
聞
き
ま
し
た
。
け
っ
し
て

背
伸
び
し
な
い
で
一
歩
一
歩
確
実
に
歩
み

た
い
と
話
さ
れ
て
い
た
の
が
印
象
に
残
り

ま
し
た
。
現
在
会
社
は
、
社
員
27
名
平
均

年
齢
35
歳
と
若
い
方
々
が
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。

しっかり積み立て、がっちりサポート安心で豊かな老後を

しっかり積み立て、がっちりサポート安心で豊かな老後を

※加入要件があります。農業委員または農業委員会事務局にお気軽にお問合せください。

農農 業業 者者 年年 金金

国民年金の支給額は
一人、月々約6万5千円

（40年加入の場合）

夫婦あわせて月額約13万円！
豊かな老後生活のためには、国民年金だけでは十分
と言えず、老後の生活費は自分で準備する必要
があります。
サラリーマンは、厚生年金などで国民年金(基礎年
金)への上乗せがあります。農業者の皆様も、メリッ
トがたくさんある農業者年金に加入して安心で豊
かな老後を迎えましょう。

こんなにかかる老後生活！
　（現金支出で年額約286万円）
高齢農家世帯（世帯主が65歳以上の夫婦2人）の家
計費は、現金支出で月額約23万8千円が必要。（総務
省家計調査などより）

元
気
に
働
く
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お

じ
い
ち
ゃ
ん
四
国
で
一
番
小
さ

な
町
の
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス

～
徳
島
県
上
勝
町
～

「
自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
伝
え
て
い
く
」

お
米
の
魅
力
を
発
信

～
香
川
県
さ
ぬ
き
市
～

視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
（
平
成
27
年
11
月
26
日
か
ら
27
日
）
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平
成
27
年
９
月
末
に
農
事
セ
ン
タ
ー
が
完

成
し
、ハ
ー
ド
面
の
体
制
は
確
立
で
き
た
も

の
の
平
成
28
年
は
管
理
委
託
田
が
約
３　

に
増
え
、
会
員
の
高
齢
化
で
農
作
業
の
人

員
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
か
つ
て
な

く
厳
し
く
、
農
業
崩
壊
の
危
機
に
直
面
し

て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
『
農
事
組
合
法
人
い
け
が
み
』
は
、

会
員
が
一
体
と
な
っ
て
、
池
上
地
区
の
農

地
と
地
域
農
業
を
守
る
た
め
に
頑
張
る
以

外
に
道
が
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

農事組合法人  いけがみ
代表理事　麻田　均 さん 地

域
農
業
を

支
え
る

地
域
農
業
を

支
え
る

あ
の
人
こ
の
団
体
！

あ
の
人
こ
の
団
体
！

地
域
農
業
の
発
展

を
目
指
し
、
力
強
く

活
動
さ
れ
て
い
る
団

体
や
個
人
の
農
業
者

を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介

し
ま
す
。

池
上
地
区
は
、
平
成
14
年
に
池
上
生
産

組
合
を
設
立
し
ま
し
た
。
約
33　

の
農
地

を
組
合
員
38
名
で
圃
場
整
備
事
業
と
合
わ

せ
て
、
こ
む
ぎ
約
９　

の
集
団
転
作
を
中

心
に
営
農
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
平
成
26
年
12
月
に
は
、
農
事
セ
ン

タ
ー
（
農
業
倉
庫
と
事
務
所
）
の
建
設
計

画
に
伴
い
、
同
会
員
で
『
農
事
組
合
法
人

い
け
が
み
』
を
設
立
。
こ
む
ぎ
の
集
団
転

作
と
、
こ
む
ぎ
の
後
作
に
小
豆
約
４　

、

水
稲
（
管
理
委
託
田
約
１
・
３　

）
を
作

付
し
て
い
ま
す
。
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空
き
家
に
な
っ
た
一
軒
家
の

風
情
を
残
し
な
が
ら
、
昨
年
11

月
園
部
町
新
町
に
オ
ー
プ
ン
し

た
『
ｃ
ａ
ｆ
é 

ｃ
ｏ
ｔ
ｔ
ｏ

ｎ
』
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。

午
前
10
時
半
頃
に
お
う
か
が

い
し
ま
し
た
が
、
す
で
に
常
連

の
お
客
様
が
コ
ー
ヒ
ー
と
会
話

を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
来
ら
れ
た
お
客
様

は
、
お
店
の
風
情
の
良
さ
を
カ

メ
ラ
に
お
さ
め
「
い
い
。
」
、

「
う
ん
い
い
。
」
な
ど
と
会
話

を
弾
ま
せ
な
が
ら
お
店
の
雰
囲
気
も
大
い
に
楽
し
ん
で
お

ら
れ
ま
し
た
。
私
も
モ
ー
ニ
ン
グ
を
注
文
し
、
心
と
お
腹

を
満
た
し
ま
し
た
。

『
ｃ
ａ
ｆ
é 
ｃ
ｏ
ｔ
ｔ
ｏ
ｎ
』
は
、
自
身
の
名
前
が

『
こ
と
こ
』
で
あ
る
こ
と
か
ら
『
コ
ト
コ
ト
コ
ッ
ト
ン
』

に
た
ど
り
着
き
『
ｃ
ｏ
ｔ
ｔ
ｏ
ｎ
』
と
命
名
。
風
情
あ
ふ

れ
る
お
店
は
、
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
竹
中
さ
ん
の
伯
母
さ
ん

の
家
が
空
き
家
と
な
り
、
な

ん
と
か
活
用
し
維
持
で
き
な

い
か
と
考
え
、
興
味
が
あ
っ

た
ｃ
ａ
ｆ
é
を
始
め
ら
れ
た

と
の
こ
と
。
「
来
店
さ
れ
た

方
々
が
ゆ
っ
く
り
ほ
っ
こ
り

し
て
い
た
だ
け
る
お
店
を
目

指
し
た
い
で
す
。
」
と
お
忙

し
く
さ
れ
て
い
る
中
、
快
く

お
話
し
を
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

（
取
材
：
関
隆
宏 

委
員
）

「
美
山
の
景
観
は
日
本
の
農

村
の
原
風
景
」
と
い
わ
れ
、
茅

葺
と
人
々
の
農
の
営
み
が
あ
っ

て
こ
そ
魅
力
が
あ
る
と
考
え
る

美
山
町
の
平
屋
振
興
会
で
は
、

美
山
農
業
を
応
援
す
る
取
組
み

と
し
て
、
昨
年
11
月
「
美
山
の

野
菜
を
使
っ
た
料
理
教
室
」
を

テ
ー
マ
に
も
の
づ
く
り
講
座
Ⅰ

を
開
催
し
ま
し
た
。
続
い
て
今

年
１
月
に
は
「
美
山
野
菜
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」
を
テ
ー
マ
に

も
の
づ
く
り
講
座
Ⅱ
を
開
催
し
、
地
元
の
京
都
府
女
性
農

業
士
を
は
じ
め
５
人
の
パ
ネ
ラ
ー
と
約
70
人
の
人
達
が
参

加
し
、
美
山
野
菜
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
農
業
振
興
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

か
つ
て
美
山
町
内
久
保
（
大
内
）
地
区
で
は
、
地
域
伝
統
カ
ブ
ラ
『
大

内
カ
ブ
ラ
』
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
商
品
化
さ
れ
ず
様
々

な
理
由
に
よ
り
、
北
桑
田
高
校
美
山
分
校
と
一
部
の
方
で
し
か
栽
培
さ
れ

な
い
幻
の
カ
ブ
ラ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
北
桑
田
高
校
美
山
分
校
で
教
員

と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
た
経
歴
を
も
つ
参
加
者
の
ひ
と
り
、
現
在
平
屋
振
興

会
振
興
部
長
の
渋
谷
さ
ん
は
、
幻
の
京
野
菜
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
希
少
な
美

山
の
伝
統
野
菜
「
大
内
カ
ブ
ラ
」
の
魅
力
を
伝
え
る
取
り
組
み
を
続
け
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
「
大
内
カ
ブ
ラ
」
は
、
繊
維
が
多
く
長
時
間
煮
て
も
型

崩
れ
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
甘
味
が
強
く
濃
厚
な
味
わ
い
で
、
美
山
の
給
食

セ
ン
タ
ー
の
メ
ニ
ュ
ー
に
も
載
る
よ
う
に
な
り
、
旅
館
や
飲
食
店
で
も
取

り
扱
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
広
め
る
活
動
を
し

て
お
ら
れ
ま
す
。

道
の
駅
美
山
ふ
れ
あ
い
広
場
で
は
、
大
内

カ
ブ
ラ
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
が
商
品
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
甘
味
も
程
よ
く
と
て
も
爽
や
か
な
香

り
の
す
る
ジ
ェ
ラ
ー
ト
ア
イ
ス
で
し
た
。

（
取
材
：
梅
津
義
明 

委
員
）

まぼろしの『大内カブラ』
～美山野菜のブランド化を目指して～

美山町内久保　渋谷　清孝 さん

（園部町新町97番地　☎0771-62-1313）
●営業時間／10：00～17：00
●定 休 日／火曜日、水曜日
●オーナー／竹

たけなか
中　琴

こ と こ
子さん

Café　cotton



特
集

冬の鍋物はもちろんサラダや
おひたしにしてもおいしい春
菊。

京都府内では、園部町がその
一大産地として有名です。

平成２年から冬場の裏作とし
て栽培が始まり、現在はハウス
栽培主体で周年出荷されていま
す。

（紹介役：平野清久 委員）

漬物やおひたし、鍋の野菜や
煮物、そのままサラダとして食
べてもおいしい壬生菜。

彩として炒め物にしてもよ
し、天ぷらにしてもよしの食材
です。

ビタミンＣが多く含まれ、風
邪の予防や疲労回復、肌荒れに
も効果があるそうです。

（紹介役：宇野十三治 委員）

肉質が締まり、水分が少なく
粘りが大変強いのが特長です。
ビタミンCが豊富で他産地品と
比べ“アク”がなく高品質と評
価されています。

すりおろしてとろろ汁にする
ほか高級和菓子の材料としてな
ど広く利用されています。

(紹介役：波部良典 委員)

南丹市の農作物あるある！南丹市の農作物あるある！

葉に深い切れ込みがあるのが特長
で、シャキシャキとした食感とくせ
のない味わいで、パスタ料理、鍋
物、サラダ、酢味噌和え、肉料理の
彩など毎日の食卓に欠かせない存在

として学校給食にもよく登場しています。
（紹介役：梅津義明 委員）

南丹市で栽培されている農作物に関する情報を紹介します。
「野菜」「果実」「花」など様々な農作物の紹介や、育て方のいろは、それらを

使った加工食品や、調理法などを紹介します。
自慢の農作物を「農業委員会だより」で紹介してみませんか。

読者の皆様からの情報提供をお待ちしています。
広報委員または、農業委員会事務局までご一報願います。

広報委員
　【美山町】梅津義明　委員 ・ 中野貞一　委員　【園部町】平野清久　委員 ・ 小林義雄　委員 ・ 関　隆宏　委員
　【日吉町】宇野十三治　委員 ・ 谷口定己　委員　【八木町】波部良典　委員 ・ 葊瀨　但　委員 ・ 德山憲司　委員

※農作物に関する情報などをお寄せください。お待ちしています。

京みず菜
〈京のブラ

ンド産品認
証〉

やまのいも
〈京のブラ

ンド産品認
証〉春　菊 京壬生菜

〈京のブラ
ンド産品認

証〉
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南
丹
市
園
部
町
の
摩
気
、
西
本
梅
地
区
で
は
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル

の
群
生
に
よ
る
被
害
に
悩
ま
さ
れ
て
お
り
、
地
元
で
は
、
自
己

負
担
で
銃
音
を
発
す
る
機
械
の
設
置
や
、
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
で
の

威
嚇
な
ど
様
々
な
対
策
を
講
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
南

丹
市
や
京
都
府
と
し
て
も
対
策
を
検
討
さ
れ
て
お
り
、
南
丹
市

で
は
サ
ル
の
追
跡
レ
シ
ー
バ
ー
（
受
信
機
）
と
、
サ
ル
の
接
近

を
知
ら
せ
る
ホ
イ
ッ
ス
ル
の
貸
与
、
京
都
府
で
は
昨
年
、
被
害

の
軽
減
と
捕
獲
な
ど
の
適
正
な
管
理
に
役
立
て
よ
う
と
『
サ
ル

生
息
状
況
調
査
』
を
実
施
。

平
成
28
年
１
月
か
ら
は
、
篠
山
市
に
お
け
る
『
サ
ル
出
没
情

報
』
を
共
有
す
る
こ
と
に
な
り
、
篠
山
市
か
ら
の
情
報
を
、
南

丹
市
か
ら
情
報
配
信
希
望
地
区
の
代
表
者
に
メ
ー
ル
で
お
知
ら

せ
、
そ
の
後
各
地
区
の
情
報
共
有
方
法
に
お
い
て
対
応
い
た
だ

く
と
い
う
取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

サ
ル
に
よ
る
被
害
は
、
農
作
物
だ
け
で
な
く
人
的
被
害
も
危

惧
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
効
果
を
も
た
ら

し
被
害
が
減
退
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

（
取
材
：
小
林
義
雄 

委
員
）

『京都丹波・食と森の交流協議会』が主催する農村民泊交流体験事業に
参加させていただき、南丹市八木町内で京都学園中学校（京都市）の生徒
79人を18軒の農家で受け入れました。農家の今を「ありのまま受け入れる
事」が農村民泊の最高のおもてなしだという話を聞き、受入れを決めまし
た。しかし、いざ受入れが決まると、家の掃除や布団の確保、献立の準備
に食物アレルギー等の心配が頭をよぎる日々を過ごすこととなりました。
そして受入れ当日、我が家には元気な男子が5人やってきました。初め
に地域の概要と家族の状況を説明し、その後さっそく畑に行って白菜や水
菜、柚子の収穫をし、夕食の食材にして食事を楽しみました。
夜には、農家の現状を話ししたり、生徒たちの夢を聴くなど交流を深めました。2日目は、皆でしめ縄作りに
挑戦するなど1泊2日と短い間でしたが、受入れる側としても楽しく実りのある経験となりました。
「大人になったら農業をやります。」と希望を言う生徒がいたことを頼もしく感じました。

京野菜や丹波ブランド農産物などを生産する農村に宿泊し、家族の一員
となって農村の暮らしを体験する『農村民泊』を、丹波地域2市1町の地域
や民間事業者が連携し組織する「京都丹波・食と森の交流協議会」が核と
なって進めており、南丹市及び京都府など行政の支援を得て京都丹波各地
で受入れがされています。
都会で暮らす子ども達が、学校単位で農家に泊まり農作業など農村地域の日
常を体験します。次代を担う子ども達に、自然と向かい合い愛情込めて作業をする

農家の人々の暮らしを体験してもらうことで、当たり前のように毎日食することができることへの感謝の気持ちや、食や環
境等に農家が果たしている役割など多くのことを学んでもらう機会となっています。　　　　（取材：德山憲司 委員）

中学生の体験学習『農村民泊』を受入れて
（平成27年11月13日〜14日）

小川　幸雄 さん

『
サ
ル
』
の
出
没
情
報
を

　
　
　
　
　
メ
ー
ル
で
配
信
！

策

鳥
獣
害
対

農村民泊
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委 員 ぶ ら り 旅委 員 ぶ ら り 旅委 員 ぶ ら り 旅 旅人：市原
松司 委員

南丹市で活躍する人や団体、農作物などを求めて各地へ取材に行きました。農地を守り作物を育てる人、空
家を再び人々が集う場所にした人、次世代に農家の果す役割を伝えた人など、それぞれの熱い思いにふれまし
た。人々の笑顔があふれる南丹市の未来を想像し期待がふくらみました。

　今
年
も
日
吉
町
東
胡
麻
区
に
お
い
て
「
と
ん
ど
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
行
事
は

昔
か
ら
区
内
数
か
所
で
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
そ
の
風
景
が
見
ら
れ
な
く
な

り
、
東
胡
麻
区
で
は
一
昨
年
よ
り
「
と
ん
ど
」
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
有
志
が
集
ま
り
、
区
民
一

体
と
な
っ
て
区
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
区
民
の
方
々

か
ら
は
、
「
お
正
月
の
し
め
縄
や
、
神
社
の
お
札
な
ど
感
謝
を
こ
め
て
燃
納
す
る
こ
と
が
で

る
。
」
と
喜
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
復
活
し
て
今
年
で
３
年
目
を
む
か
え
ま
し
た
。前
日
か
ら
青
竹
で

や
ぐ
ら
を
組
み
、当
日
は
午
前
８
時
半
に
点
火
、持
ち
寄
っ
た
し
め

縄
や
子
ど
も
の
書
初
め
が
炎
と
と
も
に
燃
え
上
が
り
、集
ま
っ
た
区

民
か
ら
は
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、と
ん
ど
の
炎
で
焼
い

た
餅
を
食
べ
る
と
一
年
間
風
邪
を
ひ
か
な
い
と
の
言
い
伝
え
が
あ

る
よ
う
に
、青
竹
で
作
っ
た
餅
焼
き
棒
に
餅
を
挟
ん
で
焼
き
、参
加

者
で
分
け
合
っ
て
食
べ
ま
し
た
。こ
う
し
て
今
年
も
区
民
の
皆
様
の

支
援
で
盛
大
に「
と
ん
ど
祭
り
」を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
提
供
：
実
行
委
員
会
）

10
月
中
旬
か
ら
11
月
中
旬
ま
で
の
間
に
、
園
部
川
で
シ
ラ
サ
ギ
を
見
掛
け
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
数
年
前
か
ら
こ
の
よ
う
な
経
験
を
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年
は
20
羽
ぐ
ら
い
の
群
れ
を
数
回

見
ま
し
た
。

調
べ
て
み
る
と
、
日
本
に
生
息
す
る
サ
ギ
は
18
種
類
で
、
そ
の

う
ち
一
般
に
シ
ラ
サ
ギ
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
ダ
イ
サ
ギ
、
チ
ョ

ウ
サ
ギ
、
コ
サ
ギ
な
ど
だ
そ
う
で
す
。

冬
季
に
は
南
方
へ
飛
来
し
て
し
ま
う
種
も
あ
る
と
い
う
こ
と
な

の
で
、
園
部
川
に
い
る
間
は
、
南
方
へ
の
一
時
的
な
休
息
場
所
と

も
理
解
で
き
ま
す
。
自
然
の
豊
か
さ
を
感
じ
る
情
景
で
は
あ
り
ま

す
が
、
園
部
川
の
雑
魚
に
と
っ
て
は
、
お
そ
ら
く
天
敵
な
の
で

し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

（
取
材
：
市
原
松
司
委
員
）

秀
吉
が
築
城
し
た
大
阪
城
は
、
大
阪
夏
の

陣
に
よ
り
す
べ
て
失
わ
れ
、
現
在
私
た
ち
が

目
に
す
る
全
体
的
な
形
状
は
、
徳
川
秀
忠
が

再
興
し
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
も
火

災
や
空
襲
な
ど
に
よ
り
失
わ
れ
、
唯
一
残
っ

て
い
る
の
が
、
１
７
５
１
（
寛
延
４
）
年
建

築
の
こ
の
金
蔵
で
す
。
畿
内
西
国
か
ら
年
貢

な
ど
に
よ
り
集
め
ら
れ
た
金
銀
が
こ
こ
に
収

め
ら
れ
、
現
在
の
価
格
に
し
て
８
０
０
億
円

も
の
金
銀
が
入
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

江
戸
時
代
の
農
家
は
、収
穫
高
の
６
割
も
の

年
貢
を
取
り
立
て
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、

そ
れ
を
村
単
位
で
負
担
し
て
い
た
と
い
う
研
究

者
の
報
告
が

あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、一
律

負
担
で
は
な

く
、
村
人
が

相
互
に
助
け

合
い
な
が
ら

納
め
て
い
た

と
い
う
こ
と

で
す
。

大
阪
城
金
蔵

昭
和
の
贈
り
物
「
と
ん
ど
祭
り
」
な
つ
か
し
く
聞
こ
え
る
昭
和
竹
す
す
厄

『
シ
ラ
サ
ギ
』
園
部
川
に
て

　とにかく広い南丹市。

　南丹市のあちらこちらでは、その地域ならではの面白く、

楽しい、また興味深い取り組みがされています。

　そんな南丹市の、あっちこっちのできごとを紹介します。
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